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ギバ石
中マゲ
1艘の船がはえる枚数………62枚
り枚の縄の長さ・……・・………32ひろ（約48m）
1枚の釣針の数………………61本
針と針の間隔…………・……・・1尺9寸（約57㎝）
ひとま1間………………・………・・…ギパとギバの間をいい、1間は佃枚
マゲの数……・………………・・4個
ロギまたはガラス玉の数・・…30個
オモリ（沈子）の数・・………・…32個　r枚数、寸法等は一例として」
延縄の構造
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延享二年のとりきめ漁場図
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両津湾スケト延縄漁場図（出典：『両津町史』）
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スケト・タラ延縄図　（金井町明治記念堂所蔵のものを模写）
説明：姫津でのスケト・タラの延縄漁法を描いたもので、漁
　　具や海中での魚のようすまでが詳細に描かれている。
　　明治中頃、新潟で開催された博覧会出品のために作っ
　　たものという。
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猟舟操業配置図
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延縄カゴを乾す・右側（昭和30年代）
　九～○　でに板ン春〇三～水’よ上（漁に競〇三深陸りに燈場な）〇七は地漁白揚にるで拐○’に場灯時着とも）討秋平やを間きス釣’）が行水揚）’ケれ余’一に深げに定トた寒冬番延はてなめがとのは深え移合るら浮い頃一くて動図とれいうが八二いしし、たて゜一〇〇った延一時
く
る
の
で
、
浮
縄
に
し
番～○たが縄斉刻浅二～　°、をにで
く〇ニ
ー〇五
三尋○○（尋
尋二（（七三
一〇〇
ほ開燈あ
ぼ始揚る
一すとヒ定る称ア
の゜しゲ水時てジ
深期甲力
中員はばそみ　は度子へ人　いが糸のマお　船だのてだ五七れれに水ずはをンで縄たあ）争（互こ頭が長操つ人っるをし揚しハっ力操を゜りにい間いうの’さ業たでに開四てげたりけズ船延　 ’はも隔のし腕こ・しと一分き十並し゜ヌてラしえ　縄紅た）縄たのれ石たい人けの物べたう前て塩屋’ス゜づ舟干がそケ
　っにし購のト　に一に入上は　分人加しに’　配前工て目着　し’し力印船　た延たマの順　゜縄゜ボ紙に　漁に乗コ札各　期一組やを船　は人員力貼ご　ほ前のタりと　ぼ’分セっに一乗けとけ山年組前よ’積
キ海が’るが中縄船時縄にの頭はを入端座’引れ（にトきるノハモ揚゜グリ櫓げ縄チヌに’を）キワ
へ揚をがキンげつ座櫓
力るなり　’
ズ時ぎ’擢
ラに’そ一
がは石の枚魚’や前のを今浮の三
が柄びをが延見がや゜
かやた取潮縄せ大ロこら墨びつの漁ど漁ギのんであて流はこと（よ
い舟め’われよご縄こなてうとのこいい
にのヤでよるなヤメ舟うのつメ（同にでて印口志ノ’
　　はるさ　・
のでギで調バ
’整（
こす建
こる縄
がの）
海とくらし　　78
に物三は　れな時る上ど　じ各トは湾当山は七’タなけ代゜での山す船・’の一ス当捕五水ラいれのこの遠当ら頭タ特よすケ芒㌍ジ匡糟鵠瀦舗羨諸莚
　め獲～て　　　　　わしたあ海な　感’ケで津山
・山i
’あ
て
，小稗●
タダラ峰から一直線に下ぺ？らなる
カイノキ沢と大ツンブリとをあわせる。
ロ
1報胃のロ　　　　日2の殺
　　　　⊥推崎の森（椎の木）と
小木半島の山なみとあわせる。
晃⌒
天瓢；
　‘　北五惟旭
駕陀
推蔚の
デ崎
A
　〉、1’乙
，／％ド　　　　〒
　　　　1
山あての見かた
79　海とくらし
スケトウハリ
L＿已…
申
　
享。°ﾌ
幽山
はえ縄と縄カゴ
」
oξ
回
．．6ロ砺m、
ギバダル
A拡大図　M） B断一回
こN、
なわの這み方
「
「
一
声
‖
　’じ二・
一＿．．一
・；∵・’．・㌶・㍑
　　ンllさ
し　．．一．一 Lち，＿＿＿」
延縄漁具
海とくらし　80
～一?`、・…，、．＿返ニユ毒’‘ 「－・ C
一頴
イカ場への出漁（昭和初期）
⌒，ニミ§ミ≡
、き
知漁　別ど力銭でら村島水は漁はもイれ一内揚賜茗へ米手力て帯で高にめのの軽漁
いがはで加生銭にのる江’はエ活（でこ゜戸両第さ依イきと　時津一れ存力たを　代湾位た度は漁イ　以やを。が米法力　前内占イ高櫃で場　か海めカく）あと　ら府ては’一るい　の・い今釣と゜い　イ外るでつ比佐’　力海゜もた喩渡磯の府　両イさで近産な　津力れはく地ど　湾のた一でとの　のほほイだし沿　魚とどカれて岸　種んイのに
れたも　とた漁尋之て゜も現どの場ノ者延い漁親在くでの場共享た具との場あ規所烏二
とも小よ所る制二賊（い子舟うで゜は而猟一うどでにも岸な猟仕七こもイ漁釣深く件候○
と用力法れい入i節五での漁がたと会Lハ）あもを近とこで　　’年る累苔鶴zξ曇駿
量曇i°
　合通前　　　　らし書相夷　わのに　呼て）交・　せ姿は　ぶもとリ湊　てで’　とよあ百・　作あ子　声かり弐平　らつど　がつ’拾沢
景yご’so跨⊃’b・
ツノを使ったイカ釣リのようす（昭和初期の絵はがき）
81　海とくらし
／／
ヤマデ ｛1
げ五そソた～のクヤ゜二群をマ明二れ使デ治ノィをっ（三）上てト○位層深ンニ誌ピ
罐縫
縫｛
かト○げらン～な
はボ＿が両で五ら津釣尋徐町り（々の上一に
げ六ソ
る○クソの～グ
に一な
使○どつ五とク
た嵩も
゜） ﾄ
　のば
　深れ
　さる
　を゜　回水
　遊深
　す四
　る○
　イ～
　力七
　を○　釣尋
　り（　上約
イ
カ
釣
り
用
の
漁
具
に
は
次
竺
種
類
が
あ
つ
た
o
ヤマデ
＼一．ノ　vメ
／／へ＼
｛
｝
量
与
9
」
玉
ソク
なりのおツトく上竿りノンツ使げを’でボつる使こ釣をてわうれり使
イけこを上つノカでと両げてをはに手た海釣ななに。面
で鈎につらしあ針四た二てるを匹゜本き゜交の一のた
こ互イ度竿イ
のにカにがカツ間を四出はノ断釣本て’
流器使漁
とが用師
な用さがついれ’
たらるソ
゜れよク
　’うか
　やにら
　がな考
　てつ案
　こたし　の゜た
　ヤこと
　マれい
　デのつ　が錘二
　中の股
　層部の
　釣分ヤ
　具にマ
　のはデ　主磁が
海とくらし　82
本
ヅ
ノ
83海とくらし
いの　た舟力な　のこた簡い出）をり漁イそと単ず漁い舟’がカがいなれすつの竹盛釣イうものるぱ上竿ん具力資の漁ほいへのにのを料で具どに揚先な大多も、も釣釣げにるきi隆あ昔’れれたッとなすりはイた’°ノ舟特る’集力と夜大バの徴釣そ魚のい中漁リ周で具れ灯習うにのをりもでだを性゜イとっのあもけっを
たけ利
くず用
さにし
ん漁た
イを擬
力し餌がて針
カきけ海つあをはた面たり陸テヒが゜’揚ンツイ
げゲカカ
し（ケでて手で白ま擢イく
こ
れ
が
佐
渡
で軽イ灯　いなにカを現たい漁釣た在ととの機くのいイでをさイうカき使んカこ漁たうっ漁とが頃よけはででとう”あきすにト漁うなっなン船うくかりボも゜なり’を大つ変昔数型てわの十化しっよ個しまてうも’っ’ ﾉつ大た専小けき゜業舟たな
　漁で自集　師手動魚
始小り
諸魚手湊漁類繰町ニニ網善差差至と右上障リ唱衛申リ候江門一候迄’外札儀引漁拾之二探業五事付リ相人’候始も
四事候のケ故処共年’”以生右十前海者ケ
卯用海年年並底以’烏に前
東賊育頃海漁チよ
争のら　右時肇蕊ξ竃繕…
㌶蓼ξ鵠禦
つ師き繰て（を1てた回網始一手いちすはめ八繰るとのそら四網゜のでれれ八と
　間小また～い　に魚でと一い　トまのい八、　ラで磯わ五両　ブ捕漁れ四津　ルつやる）湾　がて延゜にで　生し縄　湊は　じまに　の江　てうく　善戸
あるろ舟せよとる゜し曳たうす網゜こて網りにる漁　う広は絡し漁に　しげ舟まて獲は　た回をせ海対刺　網し拠た中象網　漁た点りに物や　の後とし張の舟　お’してり通曳　もそて漁巡過網　なれ’獲らすな　もをこすせるど　の引こる’場が　にきかもそ所あ　は揚らのれをる　’げ海でを網゜　次る中あ網で刺　のもにる目遮網　方の網゜に断は　法でをま刺す目　があ下たさる的
①
こ！／
、、　 ン
　＼、
　　、
　　、
”∵二ぽ1“∵二
手繰網の打ち方
海とくらし　84
津め安市が政椎真で二泊木き（か
〉て一りまい八飽でる五ま
の。五で
同ら繰皇様三網裂
の分をま規一規で　和制村制の　木を（す村　区守現る々　有る在取で　文ξ闘1文琶
　奥前　印書夷町形被湊差年仕仰御添寄差渡番
　所今ケた差之別其止辺　如般候し上趣段節可通安件改二候置二御当申り
同湊政
断町五
　　午上之所名源善喜専善年中申趣
村候’
次　私
左以共衛上儀
門　も
　　罷　　出
　　承　　知
　　申
　　候
　　、
　　依
　　之
主四次右右右二　郎　衛衛衛月酒　吉門門門本　助
屋弥　六五六吉清兵右左　吉衛衛衛　　　門門　清市　　五兵五　　郎衛郎　　　　八　　五三　　兵太仁　　衛郎助
而付も’付役御旨村被’　　の然’所番夫々仰以も処町江所々ぷ渡後有其年願御内御承心之後寄出扱熟役竃蓮鷲霧顯
而御役合付’ ｺ証候御替下江差何一文間請可村相入れ村差’証被々越’　　　　　も迄上以文仰6右一難の置来差付御網同渋儀候右上旨訴引手同者処業申’上い業意”差
漁胎
量1｛・
手媛網の酒中図
手繰網の打ち方
85　海とくらし
二1　　／コーエご『（～
⇔（〆「へ
^
　　　　　　　　制そ　と後な状泊　を　　　　　　　　がこ生をはいで村安湊　　　　　　　　明で活約七と’か政町　　　　　　　　確従の束～い浮ら二の　　　　　　　　で前たし八う魚胞年手　　　　　　　　なかめた尋規の村の繰　　　　　　　　からにも立則ほま証網　　　　　　　　つの新のよをかで文漁　　　　　　　　た漁漁でり破はのは師　　　　　　　　時業法あ磯つ他一’一　　　　　　　　代とをるでて村一一六φ一φ’Tず慧←「㌫φ・にト取゜は操のか六人
夕力リバタモ
　　　　　　　　　はラり蝦蓑くレΦ・●＝ΦΦ・’ブ入
　　　る工c㌔諸紮
　　　　　　　　　し生う　　　　　　　　　たじと　　　　　　　　　こ’す　　　　　　　　　と法る　　　　　　　　　ののと　　　　　　　　　く規’
網業地村人がをし先にの申曳たへ対手しかこ入し繰出なと漁て網ていをし書漁いと詫てい師る
いびはたが゜う’な詫’こ今らび椎
どこでれ枚　合てたにるワナタとと’はのタも’とい状シドカ春夕よが一’猟力あコいて態やリリ先力んで番先舟リっウうもをコながにりだき船着でをたナ゜そいウどでなバ゜まが順タ見゜ゴまれうナのきるダ
　タにカっこモタリけれをカをるを入リめと外れをが’海なすけ五府けきて人でれ取競乗はばる争り一他権しのバの利て櫓ン舟が漕三
ヅはあい丁キ入るだ・一れか゜擢なるらこ二
夕たが゜ゴ海たとモカ’タ魚の鳥゜イリそ力見群がタワ・れりのれ’カシイそだ訓を潮リやワれと練集にとコシのいをめ乗いウタタうさ、つうナカカこれかてのゴリリとてた沿は（なにがいめ岸’イど魚するてにスカと名ぐ人も近ドナよをわにりづリゴぷ付かはあくや）場しっ陸げイハの
チて五二　る回そたりメい～～こ゜游はち返
コら○はダい月磯イの頃手・磯’繰力近水とレく深い↑9鶉
ヒガ豆る
ラモ尋も
メの　　の　　　・生七で
　ヤ　　　や　　　ハえ
入はをめ会地守’と先つ慣
いのて行う漁きの
原師た規則のの制で権でに
決利あよ着でるつしあ゜て
てりこ漁い’こ師
海とくらし86
　了ぼ1誌5翻
刺網漁
　人八モつのコで等を込左北ウ分分船む側鵜ナけし中と）島
ゴた、に’かでは゜そひ舟らは
斗
樽
で
は
か
つ
て
分
け
た
が
、
大
き
な
のき子網コうあがをウちげセ下ナ
宍漂之
分捕う魚っとつ細のく
りた縄中と・セをへ前
残イ引タブリナきモネをゴ’を（五はタ突舟
刺浮　れさり網き両異れこ刺刺で刺津なてい網は網湾ついず漁網力がでてるれにニト使いがもは漁刺ビわる’ア’網ウれ゜材バ浮がオる
代刺各
表網刺
的’網
な流漁
も網の
のがお
でイも
あワな
るシ漁
゜の獲
　流物　網は
　、　　、
質（き
や浮刺
形き網状）・
’・
大網刺
き・網
さオ・
なモ流
どリ網
はかな
そらどれ構が
ぞ成あ
名くタ　〆　タ残’モこめコカり魚でのてウリをのすタ乾ナで残資く力燥ゴはす源いりしや五もがとバ、イ○の豊るダ水ワ樽だ富のモ田シもとだではのはといつ”肥熱れわたこ回料湯たれ頃れ遊なをとるのほすどくい゜簡どるにぐう
　単単魚しら゜　だ純をたせ　つな舟゜一　た漁の　〆　漁法上　木　法はか　一
　のなら　で
87海とくらし
陸～っなまうチ使や側九てつたにクうすか月いた、ひをよいら頃たが使び使うキ沖で゜’用割うにりへ’ @そすれのなの向一　れるしはり木か艘　ま漁な”を
ら一海縄区のと府鰻有漁記者附文法さ共之書
でれ鰭場にあて附所’るい仕隈一こる’二北
身の九なるや種月魚典ナ類頃で型
マがのあ的ス少こるなななと゜表どくでシ層にな’イ魚
シて習
イ浮性
ラかがをべあ
釣’り
るイ　、
のカこ
がりの
ま警欝手竃麟大牲舗慾歎璃漬象藍こ㌢ぞ
秦誤；禦㌶閨編馳璽1ミ鑛㍑轟共顯露碧
霞請胃曇顯鷲9㌍艮韓轡；轟㍊酷嬬；
船等まに時とシふ獲は力針人態のいたに）つシ場がもてにヅににた引はでイる物水をにがに糸掛゜向をたイで一山い名ケな分残く　’はラまを津海餌一応のけ餌か使゜ラあ枚当つ前・つ配り゜全違のわ持でにを本じ感てをつい餌はつにのたのバてしをそ水つ分れちは放つずて触来海て’に・た見技。違ト倉鯵緩浮鴎を曇元22弘蕊矢蒲鷲ζ鵠禦義ハ
ば㌧、舎りかた法い’港みいいンかがれのよ一ナう佐大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場ッ全耳欝゜カ1う問せなるたナめ見る流り番一゜渡切にケ
水
揚
げ
か
り
親
’縄ウ
新元ヨ
米がウ
か一（ら人必熟分要
手
漕
ぎ
舟
と
発
゜屋ずが余゜をなえとれ付に手かにら裕大伸がた’にに釣網らそ釣が魚ばらとシ逆近っ）はのっな群しシいイら付て釣舟またかにたイうラつききり子ま゜つ遭りラ゜がて’たとに新　た遇縮の操潮）ゆイよ
とで
越’
後水
の津
中で
間は
く弥
個オ
ずキ
つヅ
のケ
漬な
をど
海とくらし　88
きに　つを方た勇こたとがシ壮の゜り一イな漁　 ’船
フも法　残前をので　り一
あシ獲　　　　分前るイ物　　　　配一漁ラが　すと師漬大　　　　るしはにき　よて’寄い　う三
一つだ　に人シてけ　な分
E愚
　L」銑」モウソウ竹
0　　　500mm一
4470
》
〉 Aしばり方
稲ワラ＼ 玲
ロープ＼ 1
ワラナワ
一　　　一
『 ｝
拍　　　1
／
、
一一
ソウ竹
見取図’
走ﾔ使用時）．’，活■一 ”4●、
P’亀’w
＼⇒＿ 　　¶，》、
Eくuチ
．，輪
】δ民水深 鴫ζ’，
200300m 、 ．、●’
イノコ
　三！
・；
・司，、 、、　’　　　’　・・
怐@　　’・
@1ミ帆“、・ ・⇔
覧5じ
g’留・，《　、　一　　錫　　ザ雅
ξ
俵に石をつめたもの
シイラ漬
がが大　業玉　各　のつ立入型台開広両地明漁て魚ちり魚網業吉津に治具敷群’やをは願・湾あ時を設の魚す捕富』山でら代使し来がいる山を岡もわに用て遊網反目県県啓明れ入し置にに面的で知蔵治たるてく適入’と始事が二゜と行網しる出しめに台一とやたら出網（底す漁れしと一網い法たてい八をたでブいう八取め’リる定八りに入や゜置）あ入ロマ
げ口がグ
てに大ロ漁見きな獲張くどしり魚の
網年
の　、
r玉新崎
規の
漁古
定なのた置うこ一網漁と定漁業をののを定場
き定置所ざ置網に
し網と長が漁い期島とう間内いがに沿う’わ岸゜こた
減がントとが゜小にイ（しわでれ低し型変ラーてずあばくか定わの九いかっ・なし置つ巻五
㍉鵠ξ二悉㌢
る年獲水て漁　か羽　つイ漁の高津商師現ら咋昭てラ師漁がを品は在巻か和いのは獲四例価いできら三る曳激高一に値るも網シ四゜き
よ｝溺髪魏
な平（大たなく成一きりど’七九なので
シ（八原単シィー三因価イラ九）とがラ漁九年な下をを五のりがとす）漁’つる
が年
導頃
入’
さ水
れ津
、で
以は
後石
曳川
き県
釣の
釣
り
は
た
き
£
‘
累
三
…
89　海とくらし
1“μ”
定置網の設置（昭和初期）
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③舟釘を打った跡に埋木をする。 ①組合せる板と板をスリアワセノ
　コを使ってすりあわせる。
④タナ板をとりっける角度に合せ
　てけずる。
㌶’
縷影
・宏懸
口娑’
ダ
②板と板の継合せには舟釘を使
　う。舟釘を打っ穴を力タッバノ
　ミであける。
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　　　　　　　　　　　ト雇蕊1二．．．…．／
⑦シキとタナをすりあわせる。すりあわせ
　　には、スリ矢を打ち込んで使う。
一｝一一i．：1．
⑨シキとタナを舟釘でとめるための穴をツ
　バノミを使ってあける。
⑤シキをのせる。上からッヅで固定する。
＼ト
，．“
．s＼
…．刀Cov
　、目』t’
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⑥タナ板のとりつけ角度をはかる。
⑧シキの位置をバカ板を使ってタナに記す。
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⑫切り込みにブタをする。
蘂肇
⑬「しめくさび」で固定する。
　　⑭カジトコの下をヒキマワシで切って整える
11g　海とくらし
⑩ミヨシの部分に板を6枚打ちっける
⑪フナバリは「マサカイ」という方法ではめこむ。
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（7）ヨリ・をかけ乾した麻糸を　　（4）ヘソの麻をヨリかけに
　　ッムに巻く　　　　　　　　あわせてのばす
（D麻の織維2～3本そろえる
→
糸
を
つ
く
る
（B）2本の糸を1本にあわせ．（5）ヶエドシでッムを回して
　　る。「中入り」がヨレぐあ　　　ヨリをかける
　　いを見ながらヨリを進める。
（2）麻と麻をヨリをかけて紡ぐ
．〆（
（9）さらに1本つつヨリをか
　　けながら2本の糸をあわ
　　せて完成する。
（6）ヨリをかけたものをツム　（3）紡いだ麻を巻いて「ヘソ」
　　に巻きとる　　　　　　　　　を作る
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煮干イワシの製造（昭和初期）
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スルメの製造・串乾（姫津）
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イワシの陸揚げ（昭和初期）
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スルメの簑乾
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力タセの乾燥（昭和初期）
網おこし（昭和30年頃）
イワシ乾し（大正頃）
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サザエの加工（昭和初期）
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